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式を終え会場を出る成人者たち

新たな門出に114人
成人おめでとうござし、ます

大
人
へ
の
仲
間
入
り
を
祝
う
「
平
成

八
年
長
浜
町
成
人
式
」
が
、
一

月
十
五

日
、
町
体
育
館
大
ホ
l
ル
で
行
わ
れ
、

町
内
の
新
成
人
百
十
四
人
中
九
十
一
人

が
、
記
念
式
典
・
記
念
行
事
に
出
席
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
た
な
自
覚
と
責
任
を

胸
に
和
服
姿
や
ス
l
ツ
姿
な
ど
の
新
成

人
が
多
数
出
席
す
る
中
、
上
田
町
長
の

お
祝
い
の
こ
と
ば
、
記
念
品
や
花
束
贈

呈
な
ど
に
引
き
続
き
、
成
人
者
を
代
表

し
て
、
出
海
の
河
中
辰
仁
さ
ん
と
下
須

戒
の
田
淵
仁
子
さ
ん
に
よ
る
意
見
発
表
、

櫛
生
の
峯
脇
茂
暢
さ
ん
に
よ
る
誓
い
の

こ
と
ば
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、

参
加
者
全
員
に
よ

る
記
念
撮
影
や
嵐
太
鼓
演
奏
、
連
合
青

年
団
に
よ
る
餅
つ
き
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
昼
食
パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
行
わ

れ
、
新
成
人
の
新
し
い
門
出
を
祝
福
す

る
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
(
関
連

記
事
P
8
・
9
に
掲
載
)
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一般質問一一一一

一般質問の答弁を行う上田町長

十
二
月
二
十
日
と
二
十
一
日
の
二
日
間
の
会
期
で
、
平
成
七
年

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、
町
体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

二
十
日
の
初
日
は
、
町
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
五
人
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、
議
員
全
員
協
議
会
を
求
め
る
動

議
が
出
さ
れ
て
休
憩
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
延
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
一
日
日
は
、
議
案
上
程
前
に
、
再
度
、
動
議
が
提
案
さ
れ
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
初
日
か
ら
持
ち
越
し
て
い
た
議
案
上
程
等
の
議

事
の
進
行
上
、
田
中
定
幸
議
長
が
会
議
を
続
行
し
た
と
こ
ろ
、
十

一
人
の
議
員
が
一
斉
に
退
場
し
た
た
め
、
一
切
の
議
案
上
程
が
行

わ
れ
る
こ
と
な
く
流
会
と
な
り
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
の
み
で

閉
会
す
る
と
い
う
異
例
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
議
会
で
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
次
の
通
り
で
す
。

田
山
長
中
跡
地
の
利
用
と

活
用
計
画
の
進
捗

理
事
者
特
典
ひ

ι職
員
の
執
務

二

宮

英

地
域
の
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
と
し
て

質
問
'
・
・
旧
長
浜
中
学
校
跡
地
の
利
用

と
活
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
再
一
二
、

般
質
問
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど

議
問
日
目
一

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
、

こ
の
実
施
は
何
年
度
か
ら
行
い
、
規
模

等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
旧
長
浜
中
学
校
跡

地
に
つ
い
て
は
、
防
災
並
び
に
地
域
の

環
境
も
考
慮
し
た
公
開
と
し
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
来
年
早
々
に

桜
並
木
の
繋
備
、
更
に
平
成
八
年
度
に

は
長
浜
大
橋
が
眺
望
で
き
る
展
望
台
の

設
置
を
は
じ
め
、
多
白
的
広
場
の
整
備
、

ま
た
、
遊
具
等
の
設
置
に
よ
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
や
ス
ポ
ー
ツ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
繋
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
跡
地
は
狭
陸
で
あ
り
、
施
設

整
備
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
今
後
は
公

民
館
の
改
築
を
含
め
、
既
設
の
高
齢
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
連
関
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
中
核
を
な
す

公
共
施
設
用
地
と
し
て
、
諸
施
設
の
整

備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

様
々
な
分
野
で
の

研
修
を
実
施

質
問
:
理
事
者
、
職
員
の
研
修
と
そ

の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
故
桜
田
議
員
の
死
亡
叙
勲

合
併
処
理
槽

前
遁
大
平
線
改
良

教
J

育
委
員
の
選
任

整備が待たれる旧長中跡地

の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
聞
く

が
、
こ
の
こ
と
は
事
実
な
の
か
。
ま
た
、

事
実
で
あ
る
な
ら
ば
町
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
、
職
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

処
分
を
課
せ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
助
役
・
収
入
役
の

研
修
に
つ
い
て
は
、
年
に
数
回
行
わ
れ

て
お
り
、
各
分
野
の
研
修
を
そ
の
都
度

受
け
て
い
る
。

ま
た
、
死
亡
叙
勲
の
手
続
き
に
対
す

る
職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
処
分
の

規
定
は
設
け
て
い
な
い
が
、
私
も
心
苦

し
く
思
っ
て
お
り
、
後
程
の
菊
地
議
員

の
答
弁
を
含
め
私
の
気
持
ち
を
表
明
し

た
し
。

宮

本

増

憲

議

員

予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
の
交
付

質
問
'
・
・
本
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
本
年
度
の
申
込
件
数
は
四
件

で
、
全
て
交
付
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
単
年
度
に
申
込
件
数
が
多
く

な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
抽

選
す
る
の
か
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
た
場
合
、
そ
の
維
持
管
理

費
は
ど
の
程
度
か
か
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i今
年
度
は
八
件
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
予
定
交
付
件
数
は

四
件
で
あ
っ
た
が
、
自
己
の
都
合
に
よ

り
辞
退
者
が
四
人
も
出
た
た
め
、
予
算
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の
範
囲
内
で
袖
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
午
度
か
ら
は
か

な
り
の
申
し
込
み
が
出
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
、
申
請
願
に
申
し
込

み
の
受
理
を
行
い
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
、
地
域
環
境
の
警

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

年
額
で
迫
人
栖
今
万
六
千
円
、
七
人
槽

一
一
万
円
、
十
人
槽
二
万
五
千
川
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
汲
み
取
り
料

令
が
加
わ
っ
て
く
る
の
で
、
こ
の
金
額

を
必
ず
上
回
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

効
率
的
な
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い

一一一一中一般質問

質
問
・
・
・
町
記
大
平
線
の
改
良
て
事
は

順
次
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本
年
度
か
ら

は
改
良
整
備
が
見
送
ら
れ
て
い
る
つ
本

線
は
幅
員
が
狭
陥
で
急
カ
i
ブ
が
多
く
、

離
A
n
も
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
五
事

の
再
開
と
完
成
は
い
つ
凶
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
町
道
大
平
線
の
整

備
仁
つ
い
て
は
、
白
滝
大
橋
の
架
橋
や
、

現
在
、
改
良
を
進
め
て
い
る
黒
田
1

大

屋
線
の
改
良
延
伸
等
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
控
え
て
お
り
、
財
政
的
に
も
困

難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
町
全
体
の
中
長
期
的
財
政

運
営
等
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の

路
線
の
財
源
、
て
期
そ
の
他
の
発
備
条

件
と
大
平
線
も
含
め
た
幹
線
町
道
の
計

画
的
な
道
路
網
と
の
整
合
を
念
頭
に
、

効
率
的
な
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

で
き

R艮

早
く
選
任
す

質
問
-a-
去
る
十
月
教
育
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
そ
の
後
、
一
人
空
席
と

な
っ
て
い
る
が
、
来
年
度
の
教
育
行
政

を
進
め
る
う
え
で
、
地
域
性
も
考
慮
し

た
選
任
を
速
や
か
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

れ
J

な
い
の
で
は
な
い
か
r

答
弁
(
町
長
)
:
教
育
委
員
会
崎
、

地
方
の
教
育
行
政
事
務
を
執
行
管
理
す

る
合
議
性
の
機
関
で
あ
り
、
教
育
行
政

の
安
定
と
い
、
つ
視
点
か
ら
も
、
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
高
潔
で
教
育

に
関
し
識
見
を
有
さ
れ
る
方
を
、
で
き

る
限
り
早
く
選
任
し
た
い
。

整備再聞が期待される町道大平線

晴
海
環
ぴ
再
調
周
囲
妙

mb岱
葬
ポ
伊
都

都
甫
計
画

灘
特
事
業
民
伴
四
フ

消
防
J

早
等
の
対
応

東

育

成

議

員

広

域

的

な
企
業
誘
致
に

質
問
・
:
当
町
、
晴
海
・
拓
海
両

工
業
同
地
を
合
計
で
約
二
十
万
町
造
成

し
て
い
る
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
空
き

地
が
見
ら
れ
、
そ
の
而
積
は
二
一
万
坪
と

言
わ
れ
て
い
る
。
町
で
は
、
こ
の
向
工

業
団
地
の
土
地
利
用
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
晴
海
工
業
団
地
に

つ
い
て
、
市
川
在
で
は
約
二
万
二
一
千
百
の

分
譲
可
権
な
土
地
が
あ
り
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
経
済
不
祝
の
中
の
企
業
誘
致
は

大
変
困
難
を
極
め
る
が
、
企
業
誘
致
に

向
け
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
拓
海
て
業
団
地
に
つ
い
て
、

未
操
業
企
業
は
」
一
引
で
あ
り
、
二
社
と

も
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
等
諸
般
の

事
情
を
岨
由
に
操
業
延
期
願
い
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
早
期
採
業
に
つ
い
て

の
企
業
努
力
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

な
お
、
現
本
で
は
自
治
体
単
独
で
の

企
業
誘
致
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

去
る
十
一
月
二
日
、
大
洲
市
・
喜
多
郡

と
八
幡
浜
市
の
七
市
町
村
で
構
成
す
る

大
洲
市
喜
多
・
八
幡
浜
地
区
企
業
立
地

促
進
協
議
会
を
設
立
し
て
お
り
、
今
後

は
大
洲
市
を
中
心
に
広
域
的
に
企
業
誌

致
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

町
益
に
添
う

道

路

整

備

質
問
。
・
・
県
道
大
洲
j
長
浜
一
恨
の
改
良

工
事
に
伴
い
、
宅
地
の
移
転
等
の
問
哩 企業が立地する晴海@拓海両工業団地

抗
J

ル
七
午
、
く
る
が
、
二
札
ら
の
改
良
の

方
凡
陀
は
ど
の
よ
、
つ
に
な
っ
て
ぷ

υ
、

都
市
計
画
の
見
直

υ
改
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
激
特
事
業
に
よ
り
、
堤
防

や
道
路
が
整
備
さ
れ
る
が
、
消
防
車
の

進
入
な
ど
防
災
へ
の
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
、
「
仏
江
大
刈
;
長
洪

特
山
ヰ
工
事
に
「
レ
て
は
、
人
家
連
担

ば
閣
を
通
る
こ
と
で
、
立
ち
尽
き
等
の

み
響
が
相
当
数
出
て
く
る
が
、
町
益
に

添
う
整
怖
で
あ
る
こ
と
が
必
須
要
件
で

あ
り
、
住
市
で
丈
化
的
な
都
市
生
活
ト
と
、

機
花
的
な
都
市
活
動
の
確
保
に
配
志
し

た
道
路
行
政
を
、
今
後
遺
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
え
、
激
特
事
業
に
伴
、
っ
消
防
車
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
防
災
上
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
消
防
活
動
等
を

合
む
地
域
全
体
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

作
討
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
を
期
た

さ
な
い
よ
う
仁
対
応
し
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
I
ム
で

検
討
し
て
い
く

質
問
:
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
の
改
築

移
転
に
つ
い
て
、
近
曜
の
町
村
で
は
高

齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
い
る

が
、
高
齢
者
比
率
が
+
一
六
%
を
超
え
よ

う
と
し
て
い
る
当
町
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
福
祉
施
設
を
ど
こ
に
造
る
考
え
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一般質問

な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
養
護
老
人
ホ
l
ム

白
山
国
は
、
右
朽
化
も
激
し
く
立
地
・

環
境
条
件
も
悪
く
、
移
転
改
築
を
早
期

に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
平
成
八
年
度
・

九
年
度
の
三
年
間
に
用
地
取
得
と
造
成

を
行
い
、
十
年
度
に
養
護
老
人
ホ
l
ム

山
山
畠
戸
塚
、
ダ
ム
武
ひ
戸
中
予
地
区

分
水
反
対
の
意
見
書
の
叩
掛
け
扱
い

肱
川
河
川
改
修

国
遵
三
バ
ハ
ロ
ぢ
の
改
良

白
山
聞
の
移
転
改
築
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
川
地
取
得
出
積
a

場
所
'
施

設
の
建
設
而
積
に
つ
い
て
は
、
職
員
及

び
一
般
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
ブ
ロ
ジ
斗

ク
ト
チ
l
ム
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
中
で

諮
問
し
検
討
し
て
頂
き
な
が
ら
、
決
定

し
て
い
き
た
い
じ

怖j

孝

志

議

員

慎
重
に
責
缶
あ
る

対
応
を
し
て
い
く

質
問
圃
圃
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
及
び
中
予

地
区
分
水
反
対
の
意
見
書
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
県
、
中
予
地
区
広
域
水
道

企
業
団
等
に
対
し
、
分
水
反
対
の
対
処

を
す
る
よ
う
可
決
さ
れ
、
町
長
は
真
剣

に
受
け
止
め
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
と

の
事
で
あ
っ
一
た
が
、
そ
の
後
、
国
や
県
、

中
予
地
区
広
域
水
道
企
業
団
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

並
び
に
中
子
地

K
分
水
反
対
に
つ
い
て

の
意
見
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
私

は
送
付
さ
れ
た
意
見
書
も
踏
ま
え
、
町

行
政
を
預
か
る
町
長
と
し
て
慎
重
な
中

に
も
、
青
一
任
あ
る
対
応
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
c

な
お
、
行
政
と
い
う
も
の
は
、
地
方

自
治
の
本
旨
に
基
づ
い
て
、
ま
た
、
公

共
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
考
え
た
時
、

私
は
慎
五
な
対
応
を
期
す
る
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
ま
た
、
責
任
と
勺
つ
も
の

は
そ
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
認
識
し

て
い
る
。

肱
川
中
期
整
備
試
案
一

基
い
た
改
惨
を

質
問
:
今
年
七
月
四
日
、
肱
川
の
洪

水
に
よ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、
各
地

で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
河
川
改

修
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当

町
で
は
ど
の
よ
う
な
整
備
試
案
が
あ
る

の
か
。
平
成
七
年
か
ら
十
一
年
の
五
か

年
で
百
二
十
六
億
と
い
う
肱
川
直
轄
河

川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
が
行

わ
れ
る
が
、
当
町
に
は
ど
の
く
ら
い
の

予
算
で
、
ど
の
よ
う
な
改
修
計
画
が
あ

り
、
ま
た
、
最
下
流
の
旧
町
内
や
小
浦
、

沖
浦
地
以
の
治
水
対
策
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
肱
川
の
河
川
改
修

計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
午
八
月
に

公
表
さ
れ
た
「
肱
川
中
期
整
備
試
案
」

で
、
河
川
整
備
の
現
状
な
ど
と
と
も
に

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
整
備
指
針

が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

激
特
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ

の
指
針
を
ベ

l
ス
に
築
堤
延
長
約
五
・

七
回
の
内
、
当
町
で
は
約
六
O
%
の
約

三
・
七
加
を
占
め
て
お
り
、
白
滝
、
大

和
地
区
等
六
か
所
の
整
備
計
画
が
予
定

さ
れ
て
い
る
の

ま
た
、
こ
の
事
業
の
側
面
支
援
を
目

的
に
「
一
級
河
川
肱
川
緊
急
改
修
促
進

協
議
会
」
が
発
足
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
動
向
か
ら
、
予
定
工
期
も
早
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

事
業
費
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
築
堤
、

肘
地
買
収
費
な
ど
、
総
事
業
費
百
二
十

六
億
円
の
内
、
約
七
十
億
円
程
度
は
長

浜
町
域
に
投
資
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
白
滝
、
大
和
地
区
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
豊
中
、
加
屋
地
区
の
一

部
は
暫
定
的
築
堤
と
し
て
改
修
中
で
あ

る
が
、
砧
早
地
区
に
つ
い
て
は
実
施
設

計
協
議
中
で
あ
り
、
ま
た
、
加
犀
の
一

部
、
田
の
湖
、
岡
地
区
に
つ
い
て
も
、

計
画
策
定
の
基
礎
資
料
で
あ
る
平
面
図

を
作
成
す
る
た
め
、
各
地
区
に
お
い
て

測
量
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の

な
お
、
下
須
識
に
つ
い
て
は
、
建
設

省
と
協
議
調
整
中
で
あ
り
、
今
後
の
進

民
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

川
町
内
、
小
浦
、
沖
浦
地
区
の
整
備

計
困
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
堤
防
改
修

事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
る
が
、
仁
久
地

区
上
流
部
に
つ
い
て
は
、
県
道
大
洲
j

長
浜
線
の
改
良
計
画
と
の
合
併
施
工

ま
た
、
沖
浦
、
小
浦
地
区
に
つ
い
て
は
、

県
道
長
鋲
j
中
村
線
の
改
良
と
合
わ
せ

国
・
県
へ
整
備
促
進
を
安
討
し
て
い
き

た
い
。車

両
交
通
の

安

全

確

質
問
:
・
国
道
三
七
八
号
の
改
良
に
つ

い
て
、
本
町
内
の
駅
前
か
ら
砂
置
き
場

ま
で
の
区
間
は
、
カ
ー
ブ
が
直
角
で
事

故
が
多
い
と
い
う
苦
情
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
冬
季
の
喜
多
灘
か
ら
出
海
聞

は
波
が
上
が
り
、
車
の
傷
み
は
も
と
よ

り
事
故
も
起
き
か
ね
な
い
状
態
で
あ
る

の
で
、
当
町
内
の
国
道
の
整
備
を
同
に

陳
情
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
国
道
二
A

七
八
号
の

ご
指
摘
の
区
聞
は
、
道
路
構
造
上
は
交

差
点
と
し
て
改
良
さ
れ
て
お
り
、
国
道

の
流
れ
か
ら
は
視
距
離
に
難
点
が
あ
る

も
の
の
、
現
段
階
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
杭
玄
を
喚
起
し
て
頂
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
は
、
注
意
を
促
す
道
路

付
属
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
管
思

考
で
あ
る
県
と
協
議
し
て
、
安
全
確
保

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
L

ま
た
、
海
岸
沿
い
の
国
道
へ
の
冬
季

風
迫
に
よ
る
波
の
打
ち
上
げ
阻
止
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
県
舟
局
へ
要
望
を

重
ね
て
い
る
が
、
本
年
度
か
ら
喜
多
様
、

櫛
生
地
区
で
消
波
工
の
設
置
に
着
手
し

河川改修が計画される大和地区
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て
頂
い
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

必
要
筒
所
に
つ
い
て
消
波
工
の
設
置
を

故
桜
田
和
夫
氏
の

叙
副
知
申
請
手
続
き
問
題

職
員
数
青
の
充
実

並
ソ
ひ
ぷ
職
員
定
数

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

菊

地

儀

明

議

員

最
善
の
努
力
を

傾
注
し
て
い
く

一一一一ー一般質問

費
問
・
・
故
桜
田
和
夫
議
員
の
叙
勲
手

続
き
に
つ
い
て
、
六
月
二
十
八
日
、
桜

田
氏
宅
か
ら
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
暗
、
こ
の
叙
勲
に
つ
い
て
の
調
査

を
し
て
手
続
き
を
行
っ
て
い
れ
ば
十
分

期
限
内
に
間
に
合
い
、
叙
勲
を
受
け
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
国
の
出
先
機
関
で
あ
る
行
政

監
察
事
務
所
か
ら
、
こ
の
叙
勲
申
請
に

つ
い
て
二
回
に
わ
た
る
聞
い
令
わ
せ
に

対
し
、
町
は
返
答
を
し
て
い
な
か
っ
た

そ
ろ
で
あ
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
た
の
か
。

と
の
問
題
は
、
故
人
の
名
誉
に
関
わ

る
と
同
時
に
、
泣
族
の
方
々
に
も
極
め

て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
町
の
行
政
ミ

ス
で
発
生
し
た
問
題
で
あ
れ
ば
町
長
は

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
今
回
の
叙
勲
申
請

の
手
続
ミ
ス
に
つ
い
て
は
弁
明
の
余
地

は
な
く
、
故
桜
田
和
夫
氏
に
対
し
て
、

叙
勲
の
栄
誉
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
全
て
私
の
責
め
に
帰

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
唯
々
衷
心
よ
り

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
細
心
の
注
意
を
拡
い
な
が
ら
、
最

善
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

答
弁
(
総
務
課
長
)
:
・
叙
勲
申
請
手

続
き
問
題
に
つ
い
て
は
、
故
桜
田
氏
の

受
章
要
件
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
年

齢
七
十
歳
以
上
で
町
議
会
議
員
十
二
年

以
上
の
存
職
者
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
度
の
場
合
は
年
齢
に
達
し
て
お
ら

れ
ず
、
叙
勲
の
対
象
に
は
該
当
し
な
い

甘
の
回
答
を
し
た
訳
で
あ
る
。
そ
の
後
、

死
亡
の
場
合
は
年
齢
の
制
限
に
関
係
な

く
、
叙
勲
の
該
当
者
と
な
る
事
が
判
明

し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
叙
勲
申
請
の
町
の
対
応
に
係

る
行
政
監
察
事
務
所
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
、
申
請
期
限
後
の
受
章

の
可
能
性
等
に
つ
い
て
調
杢
昭
研
究
し

て
い
た
の
で
、
回
答
が
遅
れ
た
の
も
事

実
で
あ
る
。

こ
の
度
の
叙
勲
の
件
に
つ
い
て
は
、

私
ど
も
の
事
務
的
な
誤
り
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

自
粛
自
戒
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。現

実
に
閉
し
た

職
務
能
力
を

質
問
;
職
員
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
あ
る
行

動
に
努
め
る
た
め
に
は
、
き
め
細
か
な

研
修
の
強
化
が
必
要
で
な
い
か
。
ま
た
、

国
で
は
行
政
改
革
を
提
唱
し
て
お
り
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
無
駄
な
浪
費

は
最
少
限
に
留
め
て
、
効
率
の
よ
い
運

営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現

在
の
職
員
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長

)
i職
員
の
研
修
に
つ

い
て
は
、
各
種
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、

県
の
け
修
所
に
お
い
て
は
、
「
県
職
員

と
市
町
村
職
員
の
合
同
研
修
」
、
ま
た
、

「
市
町
村
課
長
崩
修
」
、
「
市
町
村
係
長

研
修
」
、
「
一
般
職
員
の
研
修
」
等
に
参

加
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
町
独
自
の
職
員
研
修
は
年
三

回
実
施
し
て
お
り
、
更
に
新
規
採
用
職

員
に
は
、
現
業
研
修
を
体
験
さ
せ
る
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
も
対
応
で
き

る
根
性
を
養
う
と
と
も
に
、
机
上
の
仕

事
だ
け
で
な
く
、
現
実
に
即
し
た
職
務

執
行
能
力
を
身
に
付
け
る
指
導
を
し
て

い
る
。次
に
、
職
員
の
定
敢
に
つ
い
て
、
現

在
の
職
員
数
は
正
職
員
が
百
七
十
七
人
、

嘱
託
職
員
が
同
人
、
一
一
十
二
条
職
員
が

五
人
、
日
々
京
用
職
員
が
八
人
の
令
計

百
九
十
四
人
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

で
き
る
限
り
経
費
の
節
減
を
図
り
、
よ

り
効
不
的
な
公
務
能
力
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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所得税・町県民税の確定申告一一一一一

平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
浜
町
体
育
館
で
の
出
張
受

付
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
(
土
・

日
曜
日
を
除
く
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
般
@
人

マ
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁

業
な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
V
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
V

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

こ
の
他
、
平
成
七
年
中
に
各
種
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・
そ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必
ず

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を
確

か
め
て
み
て
下
さ
い
。

ザ
ヲ
m
v
l
マ
シ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え

る
人
マ
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
マ
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
超
え
る
人

上
手
者
納
税
相
談

納
税
相
談
期
間
中
、
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
待
っ
て
い
る
他
の
相
談
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
早
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
。
上
手
な
相
談
は
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
申
告
書
を
確
認
し
て
、
住
所
。
氏

名
・
扶
養
控
除
欄
な
ど
記
入
で
き
る
と

こ
ろ
は
、
記
入
し
て
お
い
て
下
さ
い
o

v
収
支
内
訳
書
は
、
帳
簿
・
領
収
書
な

ど
か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書

の
分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て

下
さ
い
o
V
関
係
書
類
は
持
参
し
ま
し
ょ

、つ。
税
務
職
員
も
税
金
を
納
め
て
い
る
納

税
者
で
す
。
同
じ
納
税
者
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

水
害
等
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に

損
害
を
受
け
た
場
合
や
水
害
等
に

関
連
し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
を

し
た
場
合
に
は
、
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署

(
宮
二
四
l
二
一
一
一
五
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
必
要
本
書
類

マ
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」
マ
印
鑑
(
認
印
)

マ
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記
録

な
ど
マ
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」

V
医
療
控
除
を
受
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

の
明
細
書
」
マ
社
会
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金

な
ど
の
支
払
の
明
細
書
」
す
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
書
」

V
住
宅

取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
住
民
票
の
写
し
」
「
家
屋
登
記
簿
謄
本

の
写
し
」
「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得

資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証

明
書
」
な
ど
す
雑
損
控
除
を
受
け
る
人

は
、
「
被
害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の

証
明
書
」
な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持

参
し
て
下
さ
い
。

申
告
書
の
提
出
は

マ
税
務
署
に
は
、
時
間
外
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
休
み
の
日
の
申

告
書
等
の
提
出
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
等
の
提
出
は
、
郵
送

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

町
e

県
民
税
の
申
告
は

一
ニ
月
十
五
日
ま
で
で
す

平
成
八
年
度
分
町
・
県
民
税
の
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
の
で
、
期
限
内
に
お
忘
れ
な
く

申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

平
成
八
年
一
月
一
日
現
在
、
長
浜
町

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

よ
う
な
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家

賃
、
地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
マ
勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
さ

れ
な
い
人
マ
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、

営
業
や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
入
、
ま
た
は
、
雑
所
得
、
副
業
、

内
職
等
で
平
成
七
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
人申

告
に
必
要
な
書
類

V
町
国
県
民
税
の
申
告
書
(
役
場
税

務
課
ま
た
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

V
給
与
所
得
ま
た
は
年
金
の
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

町
・
県
民
税
の
申
告
を
し
な
っ
た
場

合
は
、
推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
、

国
民
健
康
保
険
税
等
の
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
、
町
・
県
民
税
の
申

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課

(
宮
五
二

1
一
一
一
一
・
側
二

O
四

二

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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般
凶
道
十
一
u
ヴ
(
松
山
市
二
番
町

松
山
市
役
所
前
)
で
は
、
地
下
駐
車
場

工
事
の
た
め
、
次
の
通
り
通
行
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
J

皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
噴

い
し
ま
す
。

規
制
箇
所
:
・
一
般
国
道
十
一
号
松
山

市
二
番
町
松
山
市
役
所
前
周
辺

規
制
期
間
・
:
平
成
八
年
一
月
末
j
平

成
十
年
末
(
終
日
)

規
制
内
容
j
一ω由
行
き
北
行
き
の
凶

車
線
道
路
が
一
一
平
線
の
対
而
通
行
に
嵐

制
②
車
線
幅
員
の
減
少
(
南
行
き
北
行

き
車
線
そ
れ
ぞ
れ
総
幅
員
八

m
が
七

m

に
減
少
)

問
い
合
わ
せ
先
・
:
建
設
省
松
山
工
事

事
務
所
(
宮

O
八
九
l
九
七
二

1
0
0

三
四
)
ま
た
は
、
松
山
東
警
察
署
(
君

。
八
九

l
九
四
一

l
一
一
一
一
五
二

至道後

こんな町に暮らしたい・お知らせ

{立

規制箇pJT

一7
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成人者名簿・紅葉モデル撮影会一一一一

大
人
の
仲
間
入
り
に
一

お
め
で
と
う
瑚

ー
長
浜
成
人
式

i

一
月
十
五
日
、
新
成
人
の
門
出
を
祝

う
長
浜
町
成
人
式
が
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
町
内
の
新
成
人
百
十
四

人
が
、
新
た
な
自
覚
と
責
任
を
胸
に
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
成
人
者
の
名
前
法
次
の
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

長
浜
地
区

〈
翻
人
)

竹
内
亜
紀
、
川
上
真
美
、
東
未
知
子
、

永
田
潤
、
佐
野
ル
ミ
子
、
清
水
盟
子
、

米
回
目
円
弘
、
西
国
繁
、
矢
野
上
奈
々
、

田
淵
あ
ゆ
み
、
石
川
厚
史
、
田
淵
知
昭
、

同
旧
憲
二
、
中
上
亜
希
、
矢
間
友
扶
子
、

一
四
人

久しぶりの再会に話をはずませる成人者たち

成
本
陽
和
、
橋
本
ま
さ
み
、
岩

城
壮
、
持
口
涼
子
、
矢
野
早
智

子
、
岡
田
民
江
、
丙
村
龍
-
、

岩
城
加
代
、
田
淵
礼
子
、
上
回

章
次
、
久
保
千
春
、
新
田
真
理
、

豊
田
真
実
、
神
田
昌
司
、
高
崎

幸
恵柏

町
澗
地
区
(
四
人
)

菊
地
裕
司
、
宮
部
綾
、
高
代
有

美
、
泉
里
佳
、
岡
本
雅
典
、
鴻

上
真
一
、
綿
井
慶
、
山
本
貢
裕
、

馬
場
恵
子
、
橋
本
寛
美
、
神
田
幸
笑
、

石
田
利
久
、
中
川
武
徳
、
橋
本
美
喜

今
坊
地
区

(a人
)

藤
岡
愛
、
北
山
照
美
、
平
岡
忠
司

櫛
生
地
区

(
世
人
)

峯
脇
茂
暢
、
山
本
晃
央
、
竹
内
里
美
、

河
内
裕
二
、
酒
井
千
鶴
、
次
家
裕
美
、

政
所
理
桧
、
津
井
美
紀
、
松
浦
公
亮
、

松
本
佳
代
、
松
出
真
一
、
大
木
淳

由
錦
地
区
《

g
人
V

尾
野
山
山
幸
、
木
村
勇
仁
、
坂
井
義
之
、

小
西
智
也
、
河
小
辰
仁
、
谷
口
町
子
、

丸
口
寿
、
中
伊
友
幸

大
和
地
区

(
何
人
)

渡
壁
弥
生
、
立
脇
智
美
、
竹
岡
朋
美
、

中
上
洋
一
、
太
田
裕
美
、
田
淵
仁
下
、

山
本
陸
、
谷
口
裕
志
、
中
見
良
恵
、
大

西
紀
子
、
小
前
貴
司
、
矢
野
和
美
、
石

内
小
百
合
、
二
宮
佳
代
子
、
川
元
智
也
、

源
野
由
佳
理
、
中
田
直
子

畠
薦
地
医

(s人
)

佐
々
木
催
、
菊
地
義
一
、
山
下
由
香
理
、

小
西
秀
司
、
坂
田
久
実
子
、
大
野
晃
、

都
田
千
草
、
谷
本
恵
美
、
上
田
智
寛

宜
縄
地
区

{
別
人
V

武
田
薫
、
佐
野
直
紀
、
山
田
香
、
橋
本

泰
宏
、
泉
今
日
子
、
徳
田
稚
子
、
平
田

恭
子
、
新
田
耕
士
、
成
出
由
佳
、
富
永

辰
範
、
熊
野
智
枝

城
山
地
区

石
堂
勝
徳
、
竹
内
義
明

賎

地

区
〈

2
人
)

{
g人
V

西
宮
聡
、
稲
旧
英
三
、
福
原
充
人
、
清

水
広
樹
、
岡
花
和
恵
、
清
水
啓
介
、
岡

崎
裕
一
、
中
嶋
博
文

十
一
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た

一
「
'
目
白
滝
公
園
紅
葉
ま
つ
り
モ
デ
ル

一
撮
影
会
」
の
審
査
が
、
十
三
月
二
十

一
七
日
、
白
滝
公
民
館
で
行
わ
れ
、
六

一
十
三
人
が
応
募
し
た
百
六
十
一
一
一
点
中
、

一
二
十
三
点
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し

た。
モ
デ
ル
撮
影
会

入

選

者

一
推
薦
}
晩
秋
の
口
ざ
し
(
城
戸
隆

一
行
・
広
見
町
)
{
特
選
一
秋
色
(
今

一
井
淳
一
・
松
山
市
)
落
葉
の
コ
ン
チ
エ

一
ル
ト
(
田
中
主
史
・
松
山
市
)
{
入

一
選
一
紅
葉
落
葉
の
小
で
(
山
石

一
本
勝
義
・
上
老
松
)
ほ
:
え

一
み
(
上
甲
恵
久
・
保
内
町
)

一
紅
の
女
(
松
本
利
男
・
大
洲

一
市
)
に
こ
や
か
な
女
(
松
岡

一
憲
彦
-
-
二
瓶
町
)
秋
の
お
と

一
ず
れ
〆
(
大
久
保
重
義
・
八

一
幡
浜
市
)
白
滝
の
華
〈
は
な

一
〉
(
久
保
正
吉
・
上
老
松
)

一
秋
の
妖
精
(
虞
田
憲
次
・
八

一
幡
浜
市
)
紅
葉
と
ほ
ほ
笑
み

一
(
頼
本
冨
夫
・
松
山
市
」
錦
秋

入
選

J

ル
一
揮
影
会
一

(
山
本
磯
若
・
二
一
瓶
町
)
秋
の
気
配
一

(
藤
田
彰
英
・
松
山
市
)
{
佳
作
一

晩
秋
の
白
滝
(
岡
聾
膏
朗
・
松
山
市
)
一

晩
秋
の
雌
滝
(
山
崎
平
・
松
山
市
)

白
滝
の
女
(
高
橋
昌
興
・
伊
予
市
)

見
返
り
の
女
〈
ひ
と
〉
(
岩
田
道
勝
・

大
洲
市
)
お
稚
児
さ
ん
(
仲
田
欣
也
・
一

重
信
町
)
紅
葉
の
帳
〈
と
ば
り
〉

(
大
川
方
伯
・
内
子
町
)
も
み
じ
の
一

女
(
佐
々
木
政
明
・
保
内
町
)
紅
色
一

に
手
を
の
ば
し
て
(
中
野
隆
行
・
松
一

山
市
)
木
漏
れ
日
(
萩
尾
正
寿
・
砥
一

部
町
)
白
滝
に
映
る
女
(
大
政
掌
・
一

松
前
町
)総

園

町

麟

唱

し

m

i

目

映
議

4
司

ざ

園

掴

J

V

h

口同

持
論
島
守
問
一

・
・
・
闇
襲
議
幾
重
作

・
・
・
醐
醐
難
句
j

端
機
雌
輔
の
一

滴
組
事
守
)
議
J

ん

圃

隠

齢

制

齢

以

畿

緩

特

ぐ

去

」

沼

署

込

儀

欝

M
1

一
一
行

一

一

山

市

下

議

鰯

~

一

岡

国

-

-

¥
L私
自

》
ぬ
)
審
強
京
初
臨
弱
税
務
務
拘
禁
3

・

籍
、
ね
十
件
聾
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成
人
式
を
迎
え
、
今
の
自
分
の
状
況

を
省
み
て
み
る
と
、
全
て
に
お
い
て
納

得
が
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、
大
人
に
な
り
た
い
と
い
う
欲
求

と
子
供
の
ま
ま
で
い
た
い
と
い
う
願
望

が
心
の
ど
こ
か
で
葛
藤
を
し
つ
つ
、
共

存
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
社
会
で
は
、
大
人
に
な

る
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
幼
い
階
段
に
と

ど
ま
れ
・
な
く
な
る
た
め
、
あ
る
程
度
の

幼
い
考
え
を
な
く
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
一
に
こ
の
こ
と
は
、
虫
の
幼
虫
が

山
ら
殻
や
マ
ユ
な
ど
を
破
っ
て
脱
皮
し
、

世
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
人
も
一
人
前

と
し
て
自
由
を
得
て
、
「
成
人
」
と
な

私
は
、
現
住
、
自
分
で
や
り
た
い
こ

と
を
何
で
も
挑
戦
で
き
る
「
大
学
」
と

い
う
自
由
な
環
境
に
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
思
い
立
ち
、
実
行
し
よ
う
と
す
る

意
志
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
わ
け
で

す
。
で
も
、
そ
の
自
由
に
甘
え
て
、
あ

ま
り
進
歩
も
な
く
毎
日
を
送
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分
の
意
志
を

し
っ
か
り
と
確
立
し
て
い
れ
ば
、
日
々

得
て
い
く
も
の
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ

以
前
、
私
は
自
分
勝
手
に
行
動
を
し

が
ち
で
、
自
己
に
反
省
す
る
こ
と
が
た

ぴ
た
び
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
私

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ん
は
、
何
ご
と
に

る
た
め
に
は
、
自
己
を
高
め
る
こ
と
と
、

臼
分
自
身
の
心
の
内
な
る
白
覚
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
成
人
式
を
迎
え
て
の
抱
負

は
、
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
を
磨
き

つ
つ
、
自
分
に
素
直
に
自
由
に
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も

自
分
の
理
想
の
人
間
に
な
ゐ
ょ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
と
な
っ
た
以
上
、
大
入
社
会
の

一
貫
と
し
て
、
責
鉦
あ
る
行
動
を
取
る

よ
う
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
c

も
明
る
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
「
あ
い
さ

つ
を
き
ち
ん
と
す
る
」
な
ど
と
い
っ
た

基
本
的
な
こ
と
を
心
が
け
、
余
裕
を
持
っ

た
行
動
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
〔
成
人
と
な
ロ
た
今
、
自
分
の
行
動
に

対
す
る
責
任
と
周
り
の
人
々
へ
の
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
じ
そ
し
て
、
今

μと
い
う
日
を
機
に
、

社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
成
人
に
な
る
た

め
、
充
実
し
た
円
々
、
人
生
を
送
り
な

が
ら
、
友
人
を
は
じ
め
、
一
一
十
年
間
同

会
っ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
関

係
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
の

洲
市
)
{
入
賞
一
川
ま
つ
り
の
日
一

一

白

石

さ

ん

、

炉

ρ

府
じ
(
一
一
{
量
高
大
洲
市
)
釣
れ
ま
す
一

一

肱

川

流

域

か

7

(

菅
野
隆
次
・
大
洲
市
肱
川
一

一

フ

ォ

ト

コ

ン

テ

ス

ト

の

夜

明

(

水

内

順

一

八

幡

浜

市

)

一

肱
川
一
主
景
(
河
野
山
敬
・
宇
和
町
)
一

一
昨
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
ニ
肱
川
あ
ら
し
(
武
井
寛
喜
・
怯
山
市
)
↑

一
十
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
し
た
「
肱
{
佳
作
一
釣
り
人
(
矢
野
好
明
大
↑

一
川
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
洲
市
)
肱
川
と
ナ
ン
キ
ニ
ハ
ゼ
(
十
一

一
査
が
、
七
年
十
一
一
月
十
四
日
、
大
洲
河
嘉
彦
・
大
洲
市
)
網
打
ち
(
窪
憲
↑

一
市
役
所
で
行
わ
れ
、
三
十
九
人
が
応
一
・
白
滝
)
早
春
の
分
水
界
(
大
同
一

一
募
し
た
九
十
六
点
中
、
十
九
点
が
そ
芳
伯
a

内
子
町
)
楕
む
し
(
寺
岡
久
~

↑
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。
一
席
に
は
、
男
・
五
十
崎
町
)
欄
漫
(
佐
々
木
政
一

一
下
須
戒
の
白
石
裕
美
男
さ
ん
(
四
丘
)
明
・
保
内
町
)
雨
の
鹿
野
川
湖
(
井
一

一
の
「
朝
霧
の
ス
ズ
キ
つ
り
」
が
入
賞
上
雄
次
久
万
町
)
雇
根
付
梧
の
あ
一

↑
す
る
な
ど
、
当
町
の
応
募
者
の
活
躍
る
風
景
(
米
沢
よ
し
ひ
ろ
・
小
田
町
)
一

一
が

H
立

ち

ま

し

た

。

一

一
な
お
、
入
選
者
は
次
の
通
り
で
す
n

一

一
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
同
一
グ
ド

ihfl議叫一

一

入

選

者

川

尚

一

い

れ

ば

川

一

一

法

ク

対

一

総

糊

棚

T

縦一…ペグ
f
w
~
J
i
j
J
u
川

γ畿
ス
一

;

;

ー

町

一
士
席
}
朝
霧
の
ス
ズ
キ
つ

J
J
5
3
d
u
J
J二
臨

議

郡

一

一
り
(
白
石
登
美
男
下
漬
n

一成

)
h
t
z
j尋
常

ザ

ゲ

川

議

盈

襲

耕

一

一
{
一
一
席
}
霧
景
(
松
村
上
口
一
一
一
?
?
九
州
一
一
点
、

AId-h一
一
一
昨
一

一

郎

大

洲

市

)

肱

川

樹

映

一

議

懇

V一
清
議
畿
割
引
川
一

一

(

畦

同

隆

志

大

洲

市

)

{

三

轡

露

九

議

議

懇

立

一

一
席
一
雪
ふ
る
町
並
み
(
佐
々
一
言
一
行

-
J
K
L
Z麟
麟

饗

場

一

一

木

政

明

保

内

町

)

爆

め

く

ん

に

市

三

一

三

鶴

一

¥γ
一
軒
一

一

大

橋

(

好

崎

云

上

老

松

)

一

一

一

伝

子

均

一

議

一

一

流

時

一

↑
肱
川
木
嵐
(
十
河
嘉
彦
大

i
1
3
4
μ
重
i

一
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海外研修

ニュージーランドの有名な石造りのアーチ形の橋「追憶の橋Jの前で

最
後
四
，
蕪

の
び
の
び
と
し
た
雄
大
な
土
地
に
人
と
自
然
が
共
存

く
だ
さ
い
。

中
野
:
・
私
達
が
訪
問
し
た
二
か
国
は
、

せ
か
せ
か
し
た
日
本
と
は
あ
ま
り
に
も

か
け
離
れ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
地

形
が
広
大
な
こ
と
と
、
人
々
が
大
ら
か

で
の
び
の
び
と
し
て
い
た
せ
い
か
、
時

聞
が
ゆ
っ
く
り
経
過
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

司
会
(
城
戸
)
・
:
今
回
皆
さ
ん
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
の
九
日
間
の
第
四
回
長
浜
町
青
年

海
外
派
遣
体
験
ツ
ア
l
に
参
加
さ
れ
た

訳
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
期
待
と
夢
を
持
っ

て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

先
ず
、
参
加
さ
れ
た
全
体
的
な
感
想

と
、
二
か
国
の
印
象
な
ど
を
お
聞
か
せ

社会教育課係長
城戸茂利(司会)

現
在
、
地
球
上
で
は
人
口
が
爆
発
的

に
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
後
の
楽
園
と
し
て
残
る
の
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

洲
尾
:
・
私
は
、
見
る
も
の
聞
く
も
の

全
て
が
新
鮮
で
し
た
。
国
の
歴
史
が
新

し
い
せ
い
か
岩
い
固
と
い
っ
た
イ
メ
l

町議会議員
中野茂明

ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
古
い
も
の

と
の
調
和
に
も
配
慮
し
た
町
づ
く
り
を

し
て
お
り
ま
し
た
し
、
ま
た
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
日
本
の
経
済
力
の
強

さ
を
感
じ
、
合
わ
せ
て
、
子
供
達
が
日

本
の
こ
と
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

久
保
田
:
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
ね
。
ま
た
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

は
、
一
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
て
温
か
い
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
人
が
訪

れ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
な
設
備
が
あ
り
、

言
葉
の
面
で
も
単
語
が
解
れ
ば
相
手
の

方
も
あ
る
程
度
理
解
し
て
く
れ
る
し
、

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
;
私
は
、
ど
ち
ら
の
国
も
、
の

ど
か
、
静
か
、
広
い
と
い
う
印
象
を
強

く
受
け
ま
し
た
。
ま
た
両
国
と
も
日
本

人
と
日
本
車
が
多
く
、
い
か
に
日
本
の

経
済
が
強
く
て
、
日
本
人
が
動
い
て
い

る
か
と
い
う
の
を
一
番
感
じ
ま
し
た
。

宇
都
宮
・
・
・
私
の
仕
事
に
も
関
係
す
る

の
で
す
が
、
両
国
と
も
木
を
大
切
に
し

て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
緑
が
あ
ふ

れ
る
自
然
の
中
で
、
木
を
中
心
に
建
物

が
建
て
ら
れ
、
し
か
も
調
和
が
図
ら
れ

て
い
て
、
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

出
し
て
い
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
で
は
、
見
知
ら
ぬ
、
言
葉
も

分
か
ら
な
い
私
達
を
気
持
ち
良
く
受
け

入
れ
て
く
れ
て
感
激
し
ま
し
た
。

学
校
の
印
象
は
、
規
則
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
あ
る
程
度
子
供
の
自
由
が

尊
重
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

久
保
:
・
私
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
出
来
た

ら
そ
の
ま
ま
住
み
た
い
と
思
、
つ
く
ら
い

素
晴
ら
し
い
国
で
し
た
が
、
た
だ
、
料

理
の
味
付
け
に
関
し
て
は
、
日
本
人
の

方
が
味
に
関
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
田
・
:
と
に
か
く
土
地
が
広
く
て
、

人
の
心
が
な
ご
や
か
で
、
そ
こ
に
い
る

だ
け
で
も
、
心
が
安
ま
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
し
た
。

上
田
・
;
私
は
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

市
内
の
緑
の
多
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

各
家
庭
で
は
、
必
ず
と
一
一
一
け
っ
て
い
い
ほ

ど
庭
が
あ
り
、
人
と
自
然
が
共
存
し
て
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い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

ま
た
、
喫
煙
に
関
し
て
は
両
国
と
も

厳
し
く
て
、
あ
る
ホ
テ
ル
な
ど
で
は
、

人
目
に
つ
か
な
い
片
隅
に
自
動
販
売
機

が
置
い
て
あ
り
、
今
回
タ
バ
コ
を
吸
わ

れ
る
方
は
、
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
日
本
人
観
光
客

の
多
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
驚

き

と

感

心

の
「
決
し
て
金
持
ち
で
は
な
い
が
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
裕
福
な
の
だ
」
と
い

う
話
に
感
動
し
ま
し
た
。
私
の
ふ
る
さ

と
戒
川
も
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
心
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を

し
て
み
た
い
で
す
ね
。

松
田
・
・
・
私
達
が
訪
れ
た
家
庭
で
は
、

今
ま
で
に
五
十
組
以
上
の
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
そ
う
で
、
対

応
が
慣
れ
て
い
ま
し
た
。

家
の
周
り
は
、
見
渡
す
限
り
の
広
大

な
牧
草
地
で
、
そ
こ
を
電
柵
で
囲
み
、

羊
、
鹿
、
牛
を
放
牧
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
規
模
と
い
う
か
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
切
り
取
っ

た
鹿
の
角
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
を
日
本
や
韓
国
へ
漢
方
薬
の
原

料
と
し
て
輸
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。久
保
田
:
・
私
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
先

は
、
ご
主
人
の
ド
ッ
ク
さ
ん
、
奥
さ
ん

の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
さ
ん
と
大
学
で
エ
コ

ロ
ジ
ー
(
環
境
)
を
専
攻
し
て
将
来
そ

まちづくり対策室長
洲尾計邦

海外研修

司
会
:
・
今
回
は
三
家
族
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

へ
そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し

た
。
言
葉
の
壁
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
な
り
に
得
る
も
の
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
体
験
談
な
り
感
想
な

ど
を
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

久
保
・
:
私
は
正
直
言
っ
て
、
一
泊
二

日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
が
終
わ
っ
た
時

に
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
相
手
の
方
は

日
本
語
が
解
ら
な
い
し
、
私
達
は
片
言

の
単
語
し
か
話
せ
な
い
と
い
っ
た
時
聞

か
ら
解
放
さ
れ
た
時
、
全
身
か
ら
力
が

抜
け
て
し
ま
う
よ
う
な
安
心
感
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
い
い
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
達
が
お
世
話
に
な
っ
た
家
庭
は
、
裕

福
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ご
主
人

れ
を
生
か
せ
る
仕
事
に
と
意
欲
を
持
っ

て
い
る
息
子
さ
ん
の
三
人
家
族
で
し
た
。

こ
ん
な
に
自
然
が
豊
か
で
公
害
な
ん
か

無
縁
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

自
然
破
壊
が
起
き
て
い
る
現
状
か
ら
自

然
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
感

心
し
ま
し
た
。

担
本
・
:
私
も
ド
ッ
ク
さ
ん
宅
に
泊
り

ま
し
た
。
翌
朝
、
農
場
見
学
の
時
、
一

匹
の
羊
が
仰
向
け
に
な
っ
て
足
を
ば
た

つ
か
せ
て
い
る
光
景
を
見
て
、
ど
う
し

て
と
尋
ね
た
ら
、
羊
は
背
中
が
率
い
時

に
地
面
に
こ
す
り
合
わ
せ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
自
分
自
身

で
は
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
ま
ま
で
は
死
ん
で
し
ま
う
そ

う
で
、
時
々
見
回
っ
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
い
て
、
広
大
な
土
地
で
の
放
牧
も

大
変
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

二
泊
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
し
た

が
、
広
大
な
牧
場
、
そ
の
中
に
ポ
ツ
ン

と
あ
る
家
、
車
な
ど
ほ
と
ん
ど
通
る
こ

と
の
な
い
静
か
な
風
景
は
、
ま
る
で
絵

は
が
き
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

上
回
:
最
初
は
、
不
安
と
緊
張
が
入

り
交
じ
っ
た
感
じ
で
し
た
。
フ
ァ
ー
ム

研修生
久保典夫(戒}11 ) 

の
方
と
の
会
話
は
、
単
語
を
並
べ
て

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
交
え
れ
ば
何
と

か
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で

す
が
、
実
際
は
そ
ん
な
甘
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
せ
め
て
英

語
の
辞
書
で
も
持
っ
て
来
て
い
た
ら

と・・・。宇
都
宮
:
・
私
が
お
世
話
に
な
っ
た

家
庭
は
、
羊
、
牛
、
鹿
が
飼
育
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ど
こ
を
見
渡
し
て
も

遥
か
彼
方
に
山
が
見
え
る
だ
け
の
牧

草
地
に
は
、
何
千
頭
も
の
羊
、
牛
、

鹿
の
群
れ
が
い
ま
し
た
。
大
自
然
の
素

晴
ら
し
い
風
景
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
相
手
は
全
く
日
本
語
が
解
ら

ず
、
こ
ち
ら
の
英
語
も
片
一
一
円
で
し
た
の

で
意
思
が
通
じ
ず
困
っ
た
の
が
実
感
で

す。
中
野
・
:
フ
ァ
ー
ム
の
方
に
日
本
の
こ

と
を
何
か
ご
存
じ
で
す
か
と
質
問
し
た

ら
、
オ
ウ
ム
事
件
の
こ
と
な
ど
を
知
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
達
の
フ
ァ
ー
ム

に
は
、
添
乗
員
さ
ん
が
一
緒
だ
っ
た
の

で
、
あ
る
程
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ

ニュージーランドの広大な牧場

ン
が
図
ら
れ
た
の
で
す
が
、
も
し
居
ら

れ
な
か
っ
た
ら
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

洲
尾
・
:
せ
っ
か
く
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

に
入
る
の
だ
か
ら
、
日
本
に
対
す
る
考

え
方
な
ど
色
々
と
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
す
ら
聞
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
る
程
度
、
日
本
語
の

分
か
る
所
に
入
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
て
、
勉
強
が
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
場
や
機

会
が
ほ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

司
会
・
:
学
校
訪
問
の
際
に
、
日
本
語

学
習
の
授
業
風
景
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
が
、
先
生
や
生
徒
達
か
ら
受
け
た
印

象
は
ど
う
で
し
た
か
。

中
野
田
・
・
流
暢
な
日
本
語
で
学
校
の
先

生
に
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
、

私
の
持
っ
て
い
た
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
。
ま



一 12一

海外研修

ア-フス
+
A
d
 

wp

中
h
J

均
一
社
一
郎

川

ザ

〈

w

m

占。，

血

唇

旦

叩
徒

盟
仲
ヱ

日

l

レ
士観
盟
申
参

盟

申

t

国

量

宋

醐
同
授

さ
に
自
然
の
も
と
で
受
け
る
教
育
と
い

う
感
じ
で
、
広
い
木
立
の
中
、
点
在
し

た
平
屋
建
て
の
校
舎
を
渡
り
廊
下
で
つ

な
い
だ
学
校
に
、
千
五
百
人
も
の
生
徒

が
勉
学
に
励
ん
で
い
る
こ
と
は
信
じ
ら

れ
な
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
に
、
臼
本
語
教
育
が
熱
心
に
行

わ
れ
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

松
田
・
・
・
日
本
語
学
級
の
授
業
を
見
学

し
ま
し
た
が
、
文
法
な
ど
別
に
教
え
る

の
で
な
く
実
際
に
話
せ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
授
業
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
花
や
木
も
た
く
さ
ん
植
え
込

ま
れ
て
い
て
、
学
校
生
活
を
送
る
の
に

は
、
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
、
「
パ
イ
、
パ
イ
」
と
親
し
く
挨

拶
す
る
子
供
達
に
は
好
印
象
を
受
け
ま

し
た
ね
。

洲
尾
・
:
こ
の
ネ
ラ
ン
グ
・
ハ
イ
ス
ク
I

ル
で
は
、
日
本
人
の
オ
セ
ア
ニ
ア
指
向

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
業

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
就
職
に
有
利

と
い
う
こ
と
で
日
本
語
の
勉
強
に
人
気

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
性
の
違
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
生
徒
た
ち
の
「
気
さ
く
さ
」

に
感
心
し
ま
し
た
し
、
し
か
も
、
デ
イ

ル
先
生
の
テ
ン
ポ
あ
る
ゲ
l
ム
感
覚
の

授
業
に
私
達
も
引
き
込
ま
れ
、
日
本
に

は
な
い
授
業
風
景
を
見
る
こ
と
で
き
驚

き
ま
し
た
。

久
保
田
:
こ
の
学
校
で
は
、
日
本
語

を
第
二
外
国
語
と
し
て
学
ん
で
い
ま
し

た
。
実
際
に
日
本
語
授
業
を
見
て
感
じ

た
の
で
す
が
、
私
も
自
分
自
身
が
英
語

の
授
業
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
緊
張
感

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
長
浜
町
の

小
、
中
学
生
が
短
期
間
で
も
こ
の
学
校

で
学
べ
る
制
度
を
設
け
て
頂
け
れ
ば
、

お
互
い
に
外
国
語
を
学
べ
て
、
学
習
意

欲
も
増
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

坂
本
・
:
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
で
こ

れ
だ
け
日
本
語
が
人
気
あ
る
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。
日
本
人
と
し
て
う
れ
し
く

思
っ
た
反
面
、
こ
の
学
校
に
日
本
人
の

研修生
宇都宮辰生(戒JlI)

先
生
が
実
際
に
い
た
ら
な
あ
j
と
少
し

残
念
に
も
思
い
ま
し
た
。

宇
都
宮
・
:
私
達
に
と
っ
て
英
語
が
苦

手
で
あ
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
に
と
っ
て
日
本
語
は
そ
れ
以
上
に

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
学

校
の
生
徒
た
ち
は
、
日
本
語
を
一
生
懸

命
覚
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
学
校
の
雰
囲
気
は
、
生
徒
の

自
主
性
を
尊
重
し
て
い
る
せ
い
か
、
生

徒
た
ち
は
と
て
も
明
る
く
、
伸
び
伸
び

と
授
業
を
受
け
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し

た。
上
田
・
:
教
室
に
入
っ
た
途
端
、
日
本

に
関
す
る
絵
、
習
字
、
千
羽
鶴
な
ど
が

目
に
入
り
、
日
本
に
対
す
る
関
心
の
深

さ
が
伺
え
ま
し
た
。
こ
の
学
校
で
は
、

埼
玉
県
の
学
校
と
姉
妹
校
を
結
ん
で
い

る
そ
う
で
、
デ
イ
ル
先
生
は
、
毎
年
生

徒
達
と
日
本
へ
行
っ
て
い
る
と
一
言
っ
て

い
ま
し
た
。
長
浜
町
で
も
国
際
姉
妹
校

い
う
レ
111

一
目
伊
り
非
番
目
彦
師

生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
取
引

に
終
わ
り
、
そ
の
後
は
子
供
服
な
ど
の

衣
料
品
売
場
に
様
変
わ
り
し
て
、
何
か

市
場
全
体
が
生
活
の
場
に
な
っ
て
い
る

感
じ
で
し
た
ね
。

上
回
:
こ
の
市
場
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
六
州
の
内
、
ニ
ュ

l
サ
ウ
ス
・
ヴ
ェ
ー

ル
ズ
州
の
台
所
を
賄
う
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
ま
さ
に
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
イ

プ
の
巨
大
都
市
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。

生
産
者
と
直
接
取
り
引
き
す
る
セ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
や
果
物
な

ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
消
費
者
と
直

接
取
り
引
き
す
る
シ
ス
テ
ム
に
は
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

宇
都
宮
・
:
と
に
か
く
広
い
市
場
で
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
野
菜
や
果
物
、
長
浜

町
の
特
産
で
も
あ
る
椎
茸
も
あ
り
ま
し

た
。
仲
買
人
が
い
な
く
て
生
産
者
が
値

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

久
保
・
・
・
私
達
が
授
業
参
観
し
た
九
年

生
の
ク
ラ
ス
は
、
八
年
生
で
習
っ
た
日

本
語
の
科
目
を
生
徒
達
の
強
い
要
望
で

再
度
、
教
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

内
容
的
に
は
、
会
話
中
心
の
教
え
方
で

実
用
的
な
日
本
語
を
習
っ
て
い
る
な
あ

j
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
ね
。
学

校
の
運
営
面
に
お
い
て
は
、
校
長
先
生

の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
て
、
義
務
教
育

研修生
:1，&本直哉(出海)

ステイ先の家族となごむ団員たち(ニュ ジランド)

司
会
:
フ
レ
ミ
ン
ト
ン
卸
売
市
場
で

は
、
早
朝
の
活
気
あ
ふ
れ
る
市
場
の
様

子
を
視
察
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
驚
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
印
象

を
皆
さ
ん
受
け
ま
し
た
か
。

松
田
・
:
敷
地
が
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
も

あ
る
と
い
う
広
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
市

場
と
い
う
よ
り
、
一
つ
の
町
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
ね
。
「
せ
り
」
な
ど

は
な
く
、
売
手
と
買
手
の
現
金
払
い
の

仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
活
気
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
場
は
午
前
九
時
ま
で

研修生
松田章志(豊茂)

な
の
に
規
律
や
学
力
な
ど
学
校
聞
の
格

差
が
か
な
り
あ
る
そ
う
で
す
。
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上田和彦(長浜)

段
を
付
け
る
の
だ
か
ら
、
消
費
者
に
と
っ

て
は
好
都
合
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

久
保
田
--a
季
節
感
の
違
う
野
菜
や
果

物
の
多
さ
に
は
、
改
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
野
菜
や
果
物
は
、
値

段
が
安
い
う
え
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り

ま
し
た
ね
。

司
A
E
-
-
-

長
浜
町
で
は
動
く
橋
を
活
か

し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み

て
橋
の
多
い
こ
と
を
知
り
、
ハ

l
パ
l

ブ
リ
ッ
ジ
と
ピ
ア
モ
ン
ト
橋
(
動
く
橋
)

を
見
た
わ
け
で
す
が
、
感
想
を
お
願
い

海外研修

し
ま
す
。

坂
本
:
・
私
も
外
国
の
動
く
橋
も
め
っ

た
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
い
、

橋
を
見
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ピ

ア
モ
ン
ト
橋
を
下
か
ら
眺
め
て
見
る
と

柱
が
木
製
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
こ
の
橋
は
横
に
九
十
度
旋
回
し
、

そ
の
聞
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
船
が
通
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
あ
い
に

く
船
は
通
ら
ず
、
ま
た
、
観
光
用
に
も

時
聞
を
決
め
て
旋
回
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
を
見
れ
な
か
っ
た
の
が
残

間
的
審

念
で
し
た
ね
。

洲
尾
・
:
私
は
ハ

l
パ
l
ブ
リ
ッ
ジ
と

こ
の
ピ
ア
モ
ン
ト
橋
の
素
晴
ら
し
さ
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
ピ
ア

モ
ン
ト
橋
は
、
一
九
O
二
年
に
開
通
し

角
材
の
ト
ラ
ス
を
使
用
し
て
お
り
数
々

の
変
遷
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
電
動
旋
回
橋
と
し
て
九
十

年
余
り
も
活
躍
し
て
お
り
、
将
来
長
浜

町
の
開
閉
橋
と
の
縁
組
み
が
出
来
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
の
国
際
交
流
が
出
来
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク
ニ
号
事
J
dリ
ワ
曜
円
程
多
量

'一J
.
J
i

ー
タ
要
第
一
認
一
一
記
事
場
管

子
供
た
ち
も
参
加
の
機
会
を

司
会
i
今
回
の
研
修
旅
行
の
日
程
あ
験
し
た
こ
と
は
、
後
か
ら
何
ら
か
の
形

る
い
は
研
修
内
容
な
ど
で
の
反
省
点
や
、
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま

次
回
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
あ
り
ま
し
す
。
そ
う
い
う
企
画
が
あ
れ
ば
私
の
子

た

ら

お

願

い

し

ま

す

。

供

も

ぜ

ひ

参

加

さ

せ

た

い

で

す

ね

。

洲
尾
:
・
今
回
の
企
画
そ
の
も
の
は
、
松
田
・
:
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

日
程
的
に
も
余
裕
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
外
国
人
と
の
価
値
観
の
違
い
を
目
の
当

と
思
い
ま
す
。
た
だ
研
修
先
で
参
加
者
た
り
に
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
日
本
の

全
員
と
相
手
の
方
と
の
話
し
合
い
を
す
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た
研
ま
し
た
。
こ
の
研
修
も
四
回
目
を
迎
え

修
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
た
訳
で
す
か
ら
、
今
ま
で
参
加
さ
れ
た

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
あ
る
程
度
方
々
と
の
情
報
交
換
と
い
う
か
、
交
流

目
的
を
絞
っ
た
分
野
別
の
研
修
も
企
画
会
も
計
画
し
て
ほ
し
い
で
す
。

し

て

ほ

し

い

で

す

ね

。

宇

都

宮

i
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
1

久
保
:
・
今
後
は
、
ぜ
ひ
中
学
生
や
高
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
し
て
の
知
識
が
も
う

校
生
の
海
外
研
修
を
考
え
て
も
ら
い
た
少
し
あ
れ
ば
、
そ
の
分
よ
り
楽
し
く
過

い
で
す
ね
。
感
受
性
豊
か
な
時
期
に
体
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。
英
語
は
や
は
り

41haもあり様々 な品物が並ぶ巨大市場(オーストラりア)

必
要
で
す
ね
。
少
し
勉
強
し
て
参
加
し

た
ほ
う
が
便
利
で
楽
し
い
研
修
が
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

久
保
田
:
今
回
の
旅
を
終
え
、
ま
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
訪
れ
た
い
と
い
う
気
持
に
な
り
ま

し
た
。
人
々
は
と
て
も
温
か
く
、
パ
ス

の
乗
り
降
り
一
つ
を
と
っ
て
も
、
特
に

女
性
に
や
さ
し
い
国
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
普
段
の
せ
か
せ

か
し
た
気
持
ち
か
ら
解
放
さ
れ
た
私
に

と
っ
て
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
働
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か

司
、
ト
'
「
d
c

r
(

可
ィ
才

坂
本
・
:
今
回
の
旅
行
を
通
じ
て
外
国

の
方
と
の
意
思
疎
通
に
は
、
や
は
り
身

振
り
手
振
り
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
ね
。

話
す
力
も
大
切
で
す
が
、
聞
き
取
り
の

力
も
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

上
田
・
・
・
今
は
国
際
化
の
時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
英
語
が
あ
る
程

度
身
に
付
い
て
い
た
ら
、
も
っ
と
色
々

な
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
以
上

に
有
意
義
な
研
修
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

研修生
久保田良子(戒}l1)

大いなる自然をバックにする団員たち(ニュ ジーランド)

中
野
:
・
今
回
、
私
が
見
た
も
の
は
世

界
の
一
部
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
あ
の

よ
う
に
大
勢
の
日
本
人
が
仕
事
と
は
一
一
汗

え
、
母
国
を
離
れ
て
活
躍
し
て
い
る
姿

に
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
す
ね
。

本
当
に
、
私
の
生
涯
に
お
い
て
貴
重
で
、

し
か
も
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
も
の
を
見

据
え
る
う
え
で
意
義
深
い
体
験
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
長
浜
町
青
年
海
外
派
遣
研
修

に
携
わ
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。
な
お
、
同
行
の
皆
さ

ん
の
各
般
に
わ
た
る
ご
協
力
に
よ
り
、

無
事
元
気
よ
く
帰
国
で
き
ま
し
た
こ
と

を
共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
:
本
日
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
研

修
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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老人医需要費総額

高
齢
化
社
会
が
進
む
今
日
、
当
同
の

高
齢
化
率
(
町
民
総
人
口
に
占
め
る
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
総
数
の
割
合
)

は
、
平
成
八
年
一
月
一
日
現
在
で
二
七
・

四
二
一
%
、
町
民
約
四
人
に
一
人
が
高
齢

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
年
度
に
策
定
し
た
長
浜
町

年度老人医療費6 仁三成
老人医療費の支給状況① (単位:円)

河辺村

329 

町

614 

JII 肱五十崎町

928 

277 

114，927，360 

4，010 

91，403，540 

198 
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
よ
る
と
、
平
成

十
一
年
度
の
推
計
で
は
、
高
齢
化
率
が

三
二
・
五
%
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今

後
益
々
高
齢
化
の
波
は
押
し
寄
せ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
に
、

高
齢
者
に
対
す
る
保
健
・
福
祉
サ
l
ビ

ス
の
拡
充
は
も
と
よ
り
、
老
人
医
療
費

の
増
大
等
が
顕
著
化
し
て
お
り
、
一
平
成

五
年
度
の
老
人
医
療
費
総
額
は
十
二
億

二
千
二
百
十
一
万
五
百
八
十
四
円
、
平

成
六
年
度
で
は
十
三
億
四
千
五
百
九
十

一
万
二
千
八
百
五
十
四
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
比
で
見
る
と
、
約
十
%

5，738，580 

198 

2，298，890 

(入院件数に含)120 

13，996，230 

17 

4，037，888 

3 

73，200 

4，703 

232，475，688 

683 

228，549，930 

7，163 

161，722，210 

433 

13，820，490 

387 

3，289，520 

(入院件数に含)242 

10，862，180 

23 

5，583，903 

4 

122，100 

8，693 

423，950，333 

809 

317，732，900 

11，220 

282，383，630 

895 

20，688，610 

864 

9，949，160 

(入院件数に含)315 

13，338，520 

98 

23，201，135 。
。
13，886 

667，293，955 

子町

1，988 

1，936 

714，802，060 

24，204 

585，835，650 

1，396 

29，312，480 

1，291 

16，463，340 

(入院件数に含)761 

36，026，400 

109 

内

25，739，689 

34，700 

28，937 

1，408，214，319 

キナ

2，485，059 

380 

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
六
年
度
に
お
け
る
長
浜

町
の
老
人
医
療
費
(
近
隣
町
村
参
照
)

は
、
次
の
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

68，000 

3 

239，159 

24 

JII 

621，920 

50 

531，621 

37 

3，697，605 

109 

4，851，146 

3，028，898 

48 
看

2，570，762 

99 

4，608，973 

520 

10，122，930 

辺

260，540 

12 

老人医療費の支給状況②

河町

22 

目土五十崎町

41 

914，603 

35 

146，588 

23 

数
額
一
数
一
額
数
一
額
一
数
一
額

一

用

一

用

一

一

用

一

用

件
費
一
件
一
費
件
一
費
一
件
費

具

一

道

師

術

護

一

計

装

復

施

一

補

柔

整

の

よ

町

92 

子内

567，699 

平成6年度老人医療費の状況(①+②)

内子町

29.457 

l，418，337，249 

713，449 

河 辺村

4，727 

233，043，387 

708，339 

一
一
の
ノ
μ

一ハ川
υ
一A
A斗ム

げ
川
二
ハ
U
一
ワ
l

一
7
t

日
一

8
一
44
一

3

一
O
D
-
-
i
一
O
D

I
l
l
-

一ハ
H
U

一ハ叫
υ

1
l
一

一

n
口
一

ρ
h
u

一A
生

肱

3，631，953 

五十崎町

13，985 

670，925，908 

722，981 

よ込
口
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L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ

活
改
善
園
し
お
さ
い

ぉ

主子

(
五
人
分
)

「存
きいむ ø~ 華ヰ
ざかき肉ー
みえ
キび
ヤ
'"ミ、

、ゾ

一五

O
只一

二
O
O
g

三
O
O
g

七
O
O
g

一

ち

く

わ

三

本

一

卵

三

個

一
お
好
み
焼
き
賢
山
千
人
り
一
四
五

O
g

一
だ
し
汁
(
こ
ん
ぷ
又
は
か
つ
お
だ
し
二
五
O
ω

「

塩

圃

化

学

調

味

料

少

々

一
作
り
方
}

①
ボ
I
ル
に
き
ざ
み
キ
ャ
ベ
ツ
、
む

き
え
ぴ
、
ち
く
わ
、
い
か
を
入
れ
、
と

き
却
、
乏
し
汁
、
塩
少
々
と
化
学
調
味

料
を
加
え
て
世
ぜ
台
わ
す
。

②
∞
に
お
好
み
焼
き
粉
を
入
れ
、
ね

は
り
が
出
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、

味
が
し
み
わ
た
る
ま
で
時
閣
を
お
く
。

-LJ
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
又
は
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
に
油
を
う
す
く
ひ
き
、
先
に

作
っ
て
お
い
た
材
料
を
流
し
込
ん
で
焼

紹介コーナー

一
代
表
者
・
伊
藤
ヨ
シ
子
一

一
宮
五
二
|
O
九
七
七
一

く
。
裏
が
き
つ
ね
色
に
な
っ
た
ら
夫
由

に
豚
肉
を
お
き
、
そ
の
ま
ま
裏
返
し
て

焼
き
、
焼
き
上
が
っ
た
ら
去
に
返
す
っ

④
③
に
マ
ョ
、
不
l
ズ
、
お
好
み
ソ
ー

ス
の
摘
に
塗
り
、
け
ず
り
ぶ
し
粉
、
背

の
り
を
ふ
り
か
け
て
出
来
上
が
り
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
材
料
を
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
て
、
三
十
分
か
ら
一
時
間
ぐ
ら

い
お
く
と
粘
り
が
出
て
美
味
し
い
で
す
。

発
足
以
来
十
九
年
を
迎
え
た
長
浜
コ
ー

ラ
ス
は
、
昨
年
よ
り
若
さ
溢
れ
る
指
導

者
に
巡
り
会
え
、
活
気
溢
れ
る
合
唱
凶

へ
と
変
身
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

声
づ
く
り
を
基
本
に
し
た
一
二
崎
先
生

の
細
や
か
な
指
導
の
も
と
、
同
員
一
一
同

よ
り
よ
い
響
き
を
求
め
、
(
吊
に
者
く
、

明
る
く
前
向
き
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会

を
は
じ
め
、
管
内
合
唱
祭
、
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
、
吏
に
は
県
民
文
化
祭
に

も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ

と
え
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声

援
と
家
族
の
協
力
の
賜
も
の
と
感
謝
で

-
杯
で
す
。
今
年
こ
そ
は
、
念
願
の
ひ

ま
わ
り
賞
(
県
大
会
優
秀
賞
)
を
と
目

標
を
大
き
く
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
長
浜
コ
ー
ラ
ス
で
は
広
く
凶よりよい響きを求め頑張っている長浜コーラスの皆さん

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
歌
の
好
き
な

万
は
、
小
谷
富
美
恵
(
宮
五
二

1
0
六

七
九
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
c

{
練
習
日
}
毎
週
木
曜
円
一
一

γ従
七
時

三
十
分
か
ら
)
{
練
習
場
所
一
長
浜
小

学
校
体
育
館
{
団
員
一
石
丸
呈
江
、
上

回
千
歳
、
金
橋
美
血
管
子
、
上
崎
た
恵
子
、

古
森
ヱ
ミ
コ
、
清
水
彰
子
、
玉
井
次
栄
、

浜
上
ひ
と
み
、
吹
春
み
ね
子
、
藤
川
尚

子
、
矢
間
節
子
、
矢
野
越
子
、
頼
、
水
砂

代
子
、
大
旧
美
代
子
、
日
高
政
子
、
藤

阿
恵
子
、
田
中
志
保
、
中
野
孝
子
、
大

西
恵
子
、
小
川
成
子
、
奥
野
豊
子
、
尾

崎
清
子
、
清
水
和
光
、
古
川
由
美
子
、

西
山
真
由
美
、
二
宮
ト
キ
ワ
、
浜
田
由

美
、
福
田
久
枝
、
吉
岡
章
了
、
大
塚
怜

子
、
岡
崎
直
美
、
小
川
澄
枝
、
小
九
日
富

美
恵
、
鎌
田
美
貴
、
丸
山
正
子
、
村
上

園
子
、
村
上
宣
子
、
山
下
ミ
ツ
ル
、
米

国
春
美
、
一
一
一
崎
直
毅
(
指
導
者
)
、
井

上
由
佳
皇
(
ピ
ア
ノ
伴
奏
)

腐ったオこさんの方程式

。てい議
長浜コーラス

(合唱団)
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六
百
六
十
六
人
が
た
す
き
渡
し

ー
四
十
周
年
沼
山
念
駅
伝
大
会
1

ルポ@文芸

十
二
月
十
日
、
台
併
凶
十
周
年
記
念

第
J

一
十
回
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
、
長

浜
白
滝
聞
の
二
往
復
(
二
十
八
・
八
回
)

と
一
往
復
(
十
四
・
四
回
)
の
ニ
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
た
。

記
念
大
会
と
な
っ
た
今
年
は
、
町
内

外
か
ら
百
ニ
チ
l
ム
六
百
六
十
六
人
が

参
加
し
、
選
手
司
法
は
沿
道
の
温
か
い
声

援
を
受
け
な
が
ら
、
激
し
い
競
り
合
い

を
繰
り
返
し
た
結
果
、
一
部
は
松
山
陸

協
A
、
二
部
は
消
防
長
浜
支
署
、
三
部

は
野
村
高
校
、
女
性
の
部
は
松
山
女
性

ラ
ン
ナ
ー
ズ

A
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

お

で
無
病
息
災

j
柴
で
野
草
に
親
し
む
会
;

一
月
十
三
日
、
柴
地
区
で
長
浜
の

'.) 

」与~ø

野草を採集する参加者たち

ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
会
主
催
に
よ

ゐ
「
親
子
で
野
草
に
親
し
わ
ん
ど
が
行

わ
れ
、
町
内
か
ら
親
子
合
わ
せ
て
六
ト

一
一
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
崎
、
臼
然
と
親
し
み
な
が
ら

「
芹
・
な
ず
な
・
お
ぎ
ょ
う
-
は
こ
べ

ら
・
仏
の
阿
了
す
ず
な
・
す
ず
し
ろ
」

の
七
草
を
採
集
し
て
お
臨
を
作
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
参
加
者
は
、
採
集
し
た

七
草
の
お
粥
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

-
年
の
無
病
息
災
を
析
つ
だ
り

@
 、、

E
L
V
 

い
予
感
p

一斉にスタートする選手たち

(
〉
出
海
で
珍
い
よ
か
ん

1

こ
の
ほ
ど
、
出
海
の
河
野
平
古
さ
ん

(
七
五
)
の
畑
で
、
非
常
に
珍
し
い
形

の
「
い
よ
か
ん
」
が
収
穫
さ
れ
た
。

何
と
も
ヘ
ン
テ
コ
な
こ
の
い
よ
か
ん

は
、
ヤ
カ
ン
の
よ
う
な
し
つ
ぼ
の
よ
う

な
、
ハ
ー
ト
の
よ
う
な
お
尻
の
よ
う
な
・
:

形
を
し
て
い
る
。
河
野
さ
ん
は
、
「
い

よ
か
ん
を
作
っ
て
い
て
、
こ
ん
な
形
は

初
め
て
で
ピ
ッ
ク
リ
。
い
い
予
感
が
す

る
。
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
た
。

里
匝里

~ 
E 

ー
今
坊
つ
わ
ぶ
き
俳
句
会

1

珍いよかんを手にする河野さん

い
批
…
住
寺
の
石
釘
一
添
ひ
の
石
蕗
の
花

高

左

木

芳

洗
ひ
髪
触
れ
し
指
先
冬
来
た
る

泉

ヒ

ロ

コ

湯
豆
腐
に
一
本
つ
け
る
夫
の
笑
み

平

岡

越

子

風
音
と
時
雨
を
聞
き
つ
仕
舞
風
呂

宮

田

節

子

み
ぞ
札

研
修
の
硝
子
を
濡
ら
し
一
一
翼
降
る

亀

岡

幸

子

冬
め
き
て
陽
の
当
る
場
所
慕
ひ
け
り

中

伊

セ

ツ

ふ
ゆ
あ
か
ね

瀬
戸
の
海
紫
紺
に
染
め
る
冬
茜

注

目

操

湯
豆
腐
や
薬
味
た
っ
ぷ
り
添
へ
て
あ
り

桐

田

恵

美

子

湯
豆
腐
や
夫
と
二
人
の
タ
の
膳

津

田

高

子

音
た
て
て
湯
豆
腐
捧
ひ
を
始
め
け
り

{

円

回

猛

義

寒
き
朝
布
団
の
中
へ
も
ぐ
り
込
む

井

東

純

子

裏
年
の
な
つ
な
一
連
柿
吊
る
す

東

静

枝

川
斗
樽
を
沈
ひ
大
根
干
し
上
が
る

中

見

貞

滝
壷
の
神
輿
の
渦
に
狂
葉
舞
ふ

小
竹
本
一

猫
の
恋
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
朝
の
月

丸

井

箕

佐

子

湯
豆
腐
の
こ
と
こ
と
揺
ら
ぐ
湯
気
の
中

久

保

茂

子

善

信F

匂

H

喜
多
灘
小
学
校

H

お
そ
ら
か
ら
あ
め
と
あ
ら
れ
が
な
か
よ

し

だ

一

年

賀

栄

梓

ス
ト
!
ブ
は
み
ん
な
に
愛
さ
れ
ま
つ
か
つ

か

二

年

後

藤

望

美

ク
リ
ス
マ
ス
雪
ふ
る
さ
む
さ
手
が
こ
お

る

二

年

谷

上

愛

美

き
れ
い
だ
な
雪
が
お
ど
っ
て
お
り
て
く

る

二

一

午

後

藤

彰

北
風
が
か
ぜ
を
ひ
く
な
と
さ
さ
や
い
た

四

年

後

藤

良

一

太

冬
の
海
波
が
魚
を
の
み
こ
ん
だ

四

年

谷

上

慶

外
出
れ
ば
白
い
息
が
ふ
っ
と
出
る

五

年

ポ

川

智

加

イ
ブ
の
夜
サ
ン
タ
さ
ん
に
夢
い
だ
く

一4
年

藤

堂

あ

ゆ

み

ち
年
王
そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
中
を
見
る

六

年

後

藤

隆

仁

寒
い
朝
ふ
と
ん
の
中
は
天
国
だ

六

年

坂

本

光

子
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優
秀
賞
に

矢
野
元
裕
子
さ
ん

高

左

揮

さ

ん

県
教
育
俳
句
大
会

兵
頭
倍
野
さ
ん
法
務
大
臣
表
彰

一一一一表彰 3 一歳です

七
年
度
一
里
生
保
護
の
功
労

平
成
七
年
十
二
月
一
日
、
松
山
市
で

第
一
一
十
三
回
愛
媛
県
教
育
俳
句
大
会
の

入
賞
発
表
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら
優
秀

賞
一
-
人
、
仕
作
に
は
七
人
が
入
賞
し
ま

し
た
。
県
内
応
募
総
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
が
千
四
百
句
、
一
般
の
却
が
一
一
百
八

十
八
匂
で
し
た
一
u

な
お
、
入
賞
苔
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ジ
旦
呂
一

γ
@部

ましにはる し
すい育優く冗い父
。とっし、気と親

( 思てい人で忠の

いは子に明円安
、

11 

i宏警鱒轍輯鱒轟轟鶴襲撃ぷ7:
;尚離盤貯零瓢~ 0:m 
;さ圃襲撃 丹 噂襲撃と土 11主
1ん醸襲撃 ; 基盤盤名古:長
. 圃醸塾 通磁醤醤醤鱗付へ:一
暢瞳歯溢畿ょ 導影田四碩概要きけ士 l夏;?離民トァー，時バ:空
真麟F 饗[~千 E へ
饗撃 ケ議たぞ l五

j由民 1 吋叫睡蓮。さ i岳
i美';7;1#'哩併もも 曹欝雪 <- :の
;さ数数轟襲警 も l仏
海議案ぷ守、¥ 議轡吹?寄 っ:横

; ん;戸熟ぷ品川町ご 1 心νぷム て l犬、
:)平成7年2月7臼生まれ ほ i五

り
(
長
浜
小
六
年
・
矢
野
元
裕
子
)

一
佳
作
賞
一
か
え
る
さ
ん
す
ま
し
て
は
っ

ぱ
に
の
っ
て
い
る
(
喜
多
瀧
小
一
一
一
年
'

後
藤
裕
介
)
阿
蘇
平
野
水
た
っ
ぷ
り
と

田
植
え
作
つ
(
長
浜
小
六
年
・
問
中
剣
)

怖
の
実
が
一
つ
落
ち
ず
に
ね
ば
っ
て
る

(
豊
茂
小
六
年
・
福
本
忠
)
早
朝
の
朝

顔
見
て
は
身
を
引
き
締
め
(
長
浜
中
二

年
・
上
回
春
奈
)
金
色
の
寸
す
き
が
月

光
市
ぴ
て
お
り
(
長
浜
中
二
年
・
宇
都

宵
桁
輔
)
石
垣
に
野
菊
が
咲
い
て
呈
の

家
(
長
浜
山
↑
作
・
垣
見
光
恵
一
一

般

⑫

部

憧秀賞の矢野元さん

ん
占

C左
古
聞の賞秀悪主

{
優
秀
賞
}
一
病
の
支
え
に
旬
あ
り
今

日
の
月
(
高
左
潔
・
長
訳
、
一

{
佳
作
賞
一
コ
ス
モ
ス
の
花
の
中
な
る

り
校
か
な
(
木
田
正
統
剛
山
山
海
)

町
長
賞
に

高
田
善
三
郎
さ
ん

美
野
行
吉
さ
ん

第
六
十
一
回
囲
碁
大
会

一
月
三
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
六

卜
一
回
新
春
囲
碁
大
会
が
わ
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
の
愛
好
者
三
十
一
人
が
参
加

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

花
つ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
、
郷
土
芸
能
一

一
地
域
の
知
恵
を
生
か
し
一
で
な
ど
事
業
に
よ
っ
て
尽
な
め
ま
斗
?
の
一

~
個
性
あ
る
里
う
ぐ
り
、
で
、
詳
し
い
=
」
と
は
、
役
場
町
づ
く
一

り
対
策
室
(
密
五
二
一
一
一
一
・
一

里

づ

掛

け

ず

事

業

補

助

主

冒

制
二

O
一
一
一
二
)
へ
お
問
い
仔
わ
せ
く
一

長

浜

町

で

は

、

個

性

と

活

力

に

あ

だ

さ

い

。

一

一
ふ
れ
、
楽
し
く
住
み
よ
い
里
づ
く
り
な
お
、
国
・
県
の
補
助
令
の
対
象
一

一
を
目
指
し
て
、
地
域
・
川
休
・
グ
ル
!
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
一

一
プ
等
が
行
、
つ
豆
手
つ
く
り
事
業
に
必
要
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
い
在
主
く
だ
さ
い
。
一

一
な
経
費
に
対
し
て
、
予
算
の
範
間
内
地
域
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を
生
か
し
て
一

一
で
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
内
容
辻
、
「
旦
づ
く
り
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
っ
一

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
年
健
ん
L
育
成
推
進
南
予
大
会
が
開
催
さ

囲

碁

A
級

れ

、

長

浜

の

子

供

を

み

ん

な

で

育

て

る

{
町
長
賞
一
高
出
善
三
郎
(
保
内
町
)
会
白
滝
支
部
(
熊
野
強
支
部
長
J

は、

一
中
央
公
民
館
長
賞
}
石
田
文
男
へ
長
多
年
に
わ
た
る
地
域
青
少
年
健
全
育
成

浜
)
松
本
正
志
(
下
須
戒
)
の
功
績
に
よ
り
、
青
少
年
育
成
活
動
功

囲

碁

B
級

労

団

体

と

し

て

有

友

定

文

愛

媛

県

青

少

一
町
長
賞
一
美
野
石
士
口
(
長
浜
)
一
中
年
育
成
協
議
会
々
長
か
ら
感
謝
状
と
記

央
公
民
館
長
賞
一
矢
野
利
夫
(
砥
部
町
)
念
日
叩
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
小
文
一
(
長
浜
)

長
浜
の
子
供
を
み
ん
な
で

青
て
る
会
白
滝
支
部

青
少
年
健
全
育
成
で
感
謝
状

十
一
月
一
ム
十
九
日
、
三
瓶
町
で
青
少

伊
予
の
水
車
展

県
歴
史
文
化
博
物
館

白滝支部長の熊野さん

県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、
平
成
七

年
度
の
企
阿
と
し
て
、
「
伊
予
の
水
軍
」

展
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

一
日
時
一
平
成
八
年
二
月
九
日
か
ら
三

月
二
十
九
日

一
場
所
}
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

な
お
、
詳
し
く
は
愛
授
県
歴
史
文
化

博
物
館
(
宮

O
八
九
四
!
六
一
一
l
六
て

一
一
一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

十
二
月
六
日
、
松
山
市
で
全
国
保
護

司
連
合
会
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

当
町
か
ら
更
生
保
護
事
業
に
功
労
の
あ
っ

た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
円
四
信
男
さ
ん
は
、
保
護
司

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
罪
を
犯
し
た
人
々

の
改
善
更
生
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
田
沢
智
治
法
務
大

山
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
伝

達
さ
れ
ま
し
た
り
(
敬
称
略
一

{
法
務
大
臣
表
彰
}
兵
胤
恒
男
(
長
浜
一
・

六
七
一
一
回
園
地
方
保
護
司
連
盟
会
長

表
彰
一
菅
ヰ
下
(
下
組
一
戒
・
六
ニ
一
)

一
松
山
保
護
観
察
所
長
表
彰
一
凶
出
初

美
(
長
浜
・
五
三
)
{
愛
媛
県
保
護
司

連
盟
会
長
表
彰
一
矢
間
一
義
(
今
坊
・

五
三
)

一

間

帯

E

〔

G
祝

日

叶

叫

い

一一

v

m

f

、
んや

九
、
ハ

一

一

〕

刊

十

D

m

日宏

一m

士山

五

本
ぷ

摘
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ン
ダ
l
等
の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。

ど

ろ

ん

こ

の

う

た

展

今

回

展

示

さ

れ

る

作

品

は

、

観

察

力

、

版

画

詩

、
繭

う

ち

わ

等

思

索

力

、

作

文

力

、
木
を
彫
る
集
中
力

一
一
月
十
四
日
j
三
月
六
日

な
ど
が
相
ま
っ
て
生
ま
れ
る
版
画
詩
、

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
二
月
十
四
日
繭
で
作
っ
た
う
ち
わ
等
、
園
生
の
素
晴

か
ら
三
月
六
日
ま
で
の
問
、
ど
ろ
ん
こ
ら
し
い
作
品
約
五
十
点
で
す
。

の
う
た
展
と
し
て
、
野
村
学
園
の
園
生
皆
さ
ん
、

心
に
染
み
る
詩
、
素
朴
で

の
作
っ
た
版
画
詩
、
繭
う
ち
わ
、
カ
レ
表
現
力
量
か
な
版
画
や
絵
な
ど
を
、
ぜ

寸
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
--
I
l
--
I
l
--
1
1・

!
l
l
z
i
l
-
-
I
l
-
-
I
l
-
-
1
1
21
1・il---

-

時
、
時
-
・
以
三

一

一

将

民

γ九
d'
J

代

課

せ

一

…

ミ
・v
-町一角
L
Z
世

育

わ

一

M

・p・Hmい
~

ル

教

合

一

I
d
-
-
E

・4圃拡時
↑

拾

い

一

4

・・・・・・・・・・
11

a
-
-
-
-
E
t
-
-
L
I
J
J
E
Z

一

ル

i
1

M
J
後
わ
主

-

↑

〉
な

三

化

本

入

ツ

で

を

は

午

館

員

へ

一

一

や

お

ス

文

o

脚

ソ
バ
ェ
野

心

演

刷

会

委

)

一

日

で

ム

て

す

、

口

、

分

の

講

。
日

い

育

日

一

一

ム

本

一

い

ぜ

は

J
I

説

な

人

る

す

3
あ

料

教

幻

-

一

切
脚
エ
招
れ
ん
一
一
・
4

M

、
切

吋

げ

は

一

札

制

一

一

町

の

ジ

を

射

さ

演

皆

様

れ

見

て

1
1
料

く

1

一

浜

等

の

ん

会

木

台

監

と

さ

く

得

時

所

場

し

山

。

一

↑

長

」

み

さ

演

三

舞

画

イ

躍

か

を

日

場

入

詳

一

い

↑

一

宗

じ

木

講

や

映

セ

活

温

気

【

【

【

臼

さ

」

印刷 (有)岸本印刷平成8年2月1日発行平成8年2月号広報なが はま

ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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2月に「山笑ふ」という季語が

ある。「笑ふ山残りの雪 も白歯ほ

ど」。 この辺では、 白歯ほどの雪

も滅多に見ないが、 2月は冬が終

り、春を兆 して、川柳 「鴛の初音

に北の窓をあけ」のように冬中閉

めていた北の窓も聞かれる。その

ように、今年は心 の窓もすっかり

聞いて、笑う山のように楽しく明

るい一年にしたい。

先月 、NHKで「初笑いの生理

学」を放映し、大きく笑うとナチュ

ラルキラー細胞が活発に働いてガ

ン細胞をやっつけ、 また、 リュ ー

マチの人が23時間漫才などで笑う

と、 リューマチの痛みが軽くなる

などの効用がある と話していた。

普から「笑う門には福来る」と言

われるとおり 、笑いの効用は心身

のみならず運勢にまで及ぶらしい。

哲学者ベルグソンは「笑い」とい

う著書でいろいろな笑いを詳しく

解説しているが、私たちには難し

い定義は要らない。ただ、目を細

め口を大きく聞いて笑えばよい。

防府市では年末に有志が集い

「笑い講」というのを聞いて、一

人ずつできるかぎり大声で笑って、

翌年の豊作、 安全 ・幸運等を祈願

するそうである。暗かった昨年を

今年は笑いで飛ばそう。
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数

人口をふやしましょう

12月末現在 前月との比較

10，672人 13人減

人 口 (男 5，020人) (男10人減)
女 5，652人 女 3人減

世情数 3，732世情 4世帯減

帯世口人


